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この新

•聞
は
、
服
部
誠1

等
が
や
つ
て
ゐ
た
乜
湖
新
報
を
小
野
梓I

派
の
；3
渡
會
の
人
々
が
引
驚
け
て
改
進
黨
内
に
於
け
ふ
所
謂
來 

常
大
學
派
の
機
關
と
し
て
藝
行
し
た
も
ゆ
で
ぁ
る
。
.從
て
發
^
w;
;
は 
>
へ.江
湖
新
報
時
代
ム
.同
様
ヤ
京
橘
區
南
金
ガ
町
六
番
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四
通
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で
ぁ
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。
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者
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郎
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,

に
山
田
廣
之
助
談
と
し
.
て
收
錄
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さ
れ
た
も
の
が
、
耍
領
を
得
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や
、
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引
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じ
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辦
情
駿
刊
當
時
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.
改
*
黨
内
の
形
勢
を
遯
べ
^
見
る
.ど
;-
>
:始
め
改
進
黨
韻
兗
の
^

^
大

踱

伯

：の

獨

下

.に

集

っ

た

同
 

•志
は
、
隱
然
三
派
に
分
れ
て
居
た
。
第
一
は
例
の
鷗
湾
會
派
即
ぢ
小
野
梓
氏
を
首
領
と
I
た
山田一

郞
君
其
他
の
大
學
出
身
一
派 

で
、
氏(

籼
、田
ー
^

^
は
專
門
學
校
を
极
據
と
し
仁
形
で
ぁ
る
^
次
に
‘は
矢
姆
文
雄
氏
の
卒
ゅ
る
報
知
新
聞
派
で
、
此
に
は
慶
應
篛
、
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身
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服
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犬
養
毅
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尾
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行
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な
ど
の
膽
將
が
居
る
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令

1

っ
は
舊
幕
の
；
學
か
ら
系
統
を
引
い
た
沼
間
守
一
氏
の
每 

•

日
新
聞
派
で
、
此
に
は
島
田
三
郞
、
肥
塚
龍
な
ど
®
,才
物
が
潜
ん
で
居
る
.'
0
處
ガ
叫
田
君
等
の
大
學
派
も
何
か
.一
つ
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に
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跸
梓
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に
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求
し
必
中
永
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袞
ふ
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柬
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玆
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情
な
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日
刊
の
紐
聞
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刊
す
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こ
と
に
な
つ
た
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れ
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S

ふ
こ
と
に
な
つ
て
、
文
奪
第
一
を
以
て
推
さ
れ
て
山
田

1 

'郞
#

は
其
の
主
幹
*

市
島
氏
は
之
れ
が
副
と
运
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治
十
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.
い
は
;̂
政
治
熱
0
最
高
潮
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し
た
'時
期
で
ノ
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<̂
も
：、政
治
に
關
し
^
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r
紙
は
い
つ
れ
も
钱
和
當
-0
勢
力
を
荷
ち
、
背
後
に
新
間
紙
が
な
け
れ
ば
烟
振
が
利
か
な
が
つ
た
。
喫
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派
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に
據
り
、
議
政
會
派
は『

鄕
便
報
知
新
聞』

に
據
つ
て
そ
れ
ぐ
自
分
達
の
由
服
を
公
表
し
た
。
小
野
も
ど
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か
し
て
何
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に
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を
つ
け
、
そ
れ
.を
機
關
に
し
た
い
と
思
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部
誠
ー
の
經
營
し
て
ゐ
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九
荞
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で
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行
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岡
山
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吉
ら
、一

味
の
人
.々

が
社
•員
と
か
つ
た
•が
、
肩
濟
が
持
1

切
れ
ず
、
，遂
に
翌
年
ニ
月
八
日
を
以
て
休
刊
し
、
尋
い
で
餒 

'

刊
す
る
に
至
つ
た
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『

小
跸
梓
傅』

に
お
け
る
右
の
叙
述
は『

梧
觉
言
行
錄』

を
中
心
と
し
*

『

半
#
砦
ば
な
し』

等
を
參
考
と
さ
れ
^
ら
し
い
が
、
私 

,が

則

洲̂;
:
た

此1 1
|
'
,霧
之
_

_
:̂
の
間
に
は
若
.开
ま
相
違
が
;̂
負

ネ

4
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へ'
.
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如
.き
感
を
與
へ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
ぐ
荞
教
の
何
か
の
誤
解
で
あ
ら
ぅ
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节
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に
就
て
、

『

平
峰
昔
ば
な
しJ

等
に
於
て
は
、
九
春
社
-̂

と
述
べ
て
质
る
し
、
本
文
で
は
冒
頭
に
記
し
た
や
ぅ
に
叫
通
社
と
し
仁
か 

ら
で
あ
る
。
元
來
、
九
容
社
と
.い
ふ
の
は
撫
松
服
部
誠
一
が『

取
京
新
誌』
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明
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す
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し
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に
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は
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し
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あ
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？
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と
こ
ろ
が
、
.
こ
の
所
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、
ま
.仁
江
湖
新
報
發
行
所
の
四
通
社
の
所
布
地
で
あ
つ
た
,°
服
部
誠1

が

『

東
竹
小
新
誌』

を
創
刊
す
る
と
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な
く
、s
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九
^H
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月
か
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廣
益
^ /
答
新
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の
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る
.が
、
こ
の
發
行
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稱
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區
陶
金
六
町
六
#
地
.に
あ
つ
|:
。
i
の
新
聞
が
發
行
禁
Lh
x
听
治
* 
一
 

1

7九
*.
笫
三
七
六
號
0

と
な
つ
て
、
，

『

中
外
廣
關
新
報』

を
發 

行
し
た
が
，
こ
れ
も
亦
' ^

行
禁
止(

明
泊
'
1ゴ
7

1
〇
*
笫
九
五
.跋
限)

と
な
.つ
た
。
そ
こ
，で
服
部
は
、
M

I

T讷
治
十
三
竿
十
月
か 

ら

r

江
湖
新
報』

を
踱
行
した。

こ
.の
系
躺
の
方
は
、
ニ
囘
も
鞔
止
の
匦
に
迺
ひ
乍
ら
、
-終
始
ー
赏
、
同

I

地
に
於
て
同
一
社
名
を
以
‘ 

て
發
行
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

、

丨

， 

、 

,

こ
れ
で
判
る
ょ
ぅ
に
九
卷
社
と
四
通
社
は
、‘
抑
々
の
初
め
か
ら
兄
弟
關
係
-
に
あ
つ
仁
の
で
あ
つ
て
、
服
部
と
し
で
は
ノ
葙
の
機
關
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